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院
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員
阿
部
祐
美
子
君
提
出
羽
田
空
港
離
着
運
用
に
お
け
る
新
ル
ー
ト
と
従
来
ル
ー
ト
の
処
理
能
力
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
阿
部
祐
美
子
君
提
出
羽
田
空
港
離
着
運
用
に
お
け
る
新
ル
ー
ト
と
従
来
ル
ー
ト
の
処
理
能
力
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
従
来
ル
ー
ト
を
運
用
し
て
も
十
分
さ
ば
け
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
交

通
政
策
審
議
会
航
空
分
科
会
基
本
政
策
部
会
首
都
圏
空
港
機
能
強
化
技
術
検
討
小
委
員
会
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
平
成
二

十
六
年
七
月
八
日
に
「
首
都
圏
空
港
機
能
強
化
技
術
検
討
小
委
員
会
の
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
従
来

ル
ー
ト
」
で
「
常
時
達
成
可
能
な
時
間
値
は
出
発
四
十
一
回
・
到
着
四
十
一
回
（
合
計
八
十
二
回
）
」
で
あ
っ
て
、
御
指
摘

の
「
新
ル
ー
ト
」
の
運
用
に
よ
り
御
指
摘
の
「
時
間
値
」
を
「
九
十
回
（
出
発
四
十
六
回
、
到
着
四
十
四
回
）
」
に
拡
大
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
従
来
ル
ー
ト
の
運
用
の
み
で
は
常
時
、
御
指
摘
の
「
一
時
間
当
た
り

最
大
九
十
五
回
」
の
運
用
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
年
間
百
万
回
の
処
理
能
力
を
実
現
す
る
」
た

め
に
は
、
成
田
国
際
空
港
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
第
三
滑
走
路
増
設
」
に
加
え
て
、
当
該
新
ル
ー
ト
の
運
用
が
必
要
で
あ
る
。

当
該
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
航
空
需
要
の
拡
大
を
見
据
え
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
首
都
圏
に
お
け

る
航
空
機
の
騒
音
に
よ
る
影
響
の
分
散
等
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
運
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 



 

２ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
新
ル
ー
ト
の
運
用
時
間
帯
に
こ
れ
を
回
避
し
て
従
来
ル
ー
ト
で
運
航
し
た
回
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
過
去
三
年
間
の
う
ち
、
御
指
摘
の
「
新
ル
ー
ト
の
運

用
時
間
帯
」
に
御
指
摘
の
「
従
来
ル
ー
ト
」
の
み
で
運
用
を
行
っ
た
日
数
は
二
十
八
日
で
あ
り
、
そ
の
理
由
の
内
訳
は
、
経

路
上
の
悪
天
候
が
一
日
、
経
路
上
の
悪
天
候
及
び
南
西
か
ら
の
強
風
が
二
日
、
南
西
か
ら
の
強
風
が
二
十
三
日
、
そ
の
他
の

理
由
が
二
日
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
時
間
ロ
ス
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
午
後
の
南
風
運
用
時
に

従
来
ル
ー
ト
か
ら
新
ル
ー
ト
へ
の
切
替
え
、
ま
た
逆
の
従
来
ル
ー
ト
へ
の
戻
し
」
は
、
御
指
摘
の
「
新
ル
ー
ト
」
の
運
用
の

た
め
に
必
要
で
あ
り
、
当
該
新
ル
ー
ト
の
運
用
に
よ
り
、
一
で
御
指
摘
の
「
時
間
値
」
を
九
十
回
と
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
る
。
御
指
摘
の
「
切
替
え
」
及
び
「
戻
し
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
確
保
の
た
め
の
措
置
を
含
め
一
定
の
時
間

を
要
す
る
が
、
そ
の
際
に
行
う
措
置
は
、
風
向
の
変
化
に
伴
う
滑
走
路
の
運
用
方
法
の
変
更
と
同
様
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
技

術
的
な
課
題
」
は
な
い
。 



 

３ 

 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
羽
田
離
着
陸
遅
延
の
常
態
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
航
空
機
の

運
航
の
遅
延
は
、
一
般
的
に
は
、
天
候
や
航
空
会
社
の
事
情
等
の
複
合
的
な
要
因
に
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 


